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１．食品中の放射能の状況 



松戸市の食品中放射能の状況 

・学校及び保育給食（食材検査・まるごとミキシング検査）：平成２３年度から平成２６
年度１１月まで全てセシウム-134, -137ともに不検出（検出下限値未満） 

 

・市内農産物等 

        測定計画に基づく農産物検査  （平成２４年度から２６年度１１月まで） 

 ２４年度  ２５年度  ２６年度    合計 

検体数   １５２    ９４    ６４    ３１０ 

不検出数   １３３    ９４    ５９    ２８６ 

基準超過数     ０     ０     ０      ０ 

     農家・市民持ち込み農産物検査  （平成２３年度から２６年度１１月まで） 

 ２３年度  ２４年度  ２５年度  ２６年度  合計 

検体数  ３３２ (100) １１２５ (100)  ６０５ (100)  ２７５ (100) ２３３７ (100) 

不検出数   ２９１( 88)  ６２２  ( 55)  ４３６ (  72)  ２２１ (  80) １５７０ (  67) 

基準超過数       ４(   1)   ４３  (   4)     ５(    1)     １ (0.4)    ５３(     2) 

（  ）内 ％ 一般食品中の放射性物質の基準値： 100Bq/kg 



放射能が検出された主な松戸市農産物の例  

      （平成２３年１０月～２６年年１１月）    （Cs-134,-137合計Bq/kg） 

 

種類 
               年度 

23 24 25 26 

ゆず 139.0 146.7 66.1 26.0 

みかん   101.0       77.0      11.8      11.9 

キウイフルーツ       52.0       28.3 

かき       70.0       47.5        7.8 

たけのこ       94.0      313.5    173.7      49.4 

（ Cs-134,-137の合計検出値が20Bq/kg 以上の主な農産物について年度毎の最高値） 

 

一般食品中の放射性物質の基準値： 100Bq/kg 



松戸市におけるホールボディカウンター測定結果の 

概要（助成者） 

年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 合計 

助成人数（人） 133 63 61 257 

検出者数（人） 3 14 8 25 

 

 

 

 

検出者の預
託実効線量
別人数 

 

（人） 

0から
0.1mSv/年
未満 

3 14 8 25 * 

0.1から
1mSv/年未
満 

0 0 0 0 

1mSv/年以
上 

 
0 0 0 0 

*  0.007～0.056mSv/年（預託実効線量）と考えられている。 







地域  摂取量（Bq/man/day）  被ばく線量（mSV/man/year） 

I-131 Cs-

134,137 

K-40 I-131 Cs-

134,137 

K-40 

東京 0.11 0.45 78.92 0.0009 0.0026 0.1786 

宮城 0.12 3.11 92.07 0.0009 0.0178 0.2083 

福島 0.11 3.39 83.77 0.0009 0.0193 0.1896 

放射性物質の１日当たりの平均摂取量と 

年間換算被ばく線量 

Cs-134,137:   セシウム134とセシウム137の総和 

I-131:  ヨウ素131 

K-40:  カリウム40 

 

２０１１年９－１０月のデータ 

食品衛生審議会の資料より 
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２．放射線の生体への影響 



１．放射線とは 

アルファー（α）線 

  ヘリウムの原子核 

 

ベータ（β）線 

  電子 

 

ガンマ（γ）線、エックス（Ｘ）線 

  電磁波      

 

中性子線 

放射性同位元素 ➝ ➝➝安定同位元素 

         ➘ 
          放射線 



° 

ヒドロキシラジカル、スーパーオキシドアニオン、過酸化水素（H2O2）
等は活性酸素種とも言われ、通常の生命活動でも体内に生じる。 

放射線は生体組織の水分子な
どに衝突し、化学的に不安定
で反応性に富む分子を生成す
る。これらの分子が細胞構成
成分を変化させる。 



放射線の生体構成成分への作用 
 

 

脂質：  

  二重結合の位置転移、トランス化、重合化、酸化、過酸化 

 

タンパク質： 
  高次構造変化（変性）、ペプチド結合切断、アミノ酸残基の分
解・ラセミ化、 

 

核酸： 
 DNA、RNAの塩基の変化、水素結合変化、高次構造変化、架
橋構造生成   （特に核酸が影響を受けやすい） 

 

炭水化物： 
 酸化分解、ガス発生、アミノ酸などと反応し褐変化 



放射線の核酸特に遺伝子DNAへの作用 

放射線 活性分子 

修復 
 

修復ミス 

正常 DNA 

変異 DNA 

   ↓ 

細胞障害 

ヒトの１細胞中の染色体 

    46本 

染色体：DNAのスーパーコイル 

細胞死 

がん化 

遺伝子 

DNA 



各種放射性物質を経口摂取した場合の実効線量係数 （mSv/Bq） 

           

           成人    子供    幼児    乳児 

 カリウム40   6.2×10−6                  

 ヨウ素131    2.2×10−5 10×10−5  18×10−5   18×10−5      

  セシウム134   1.9×10−5 1.3×10−5  1.6×10−5 2.6×10−5       

  セシウム137   1.3×10−5 0.96×10−5 1.2×10−5  2.0×10−5  

 

○預託実効線量： この実効線量係数と摂取した数量（ベクレル単
位の数値）を掛け合わせた値を預託実効線量という。内部被ばくに
おいては、摂取した放射性物質によって以後継続して被ばくするこ
とになる。そのため、成人は50年、子供は70年間被ばくするものとし
て求められる数値である。            （放医研ホームページより） 

      

吸入摂取の場合：  セシウム134  9.6×10-6     mSv/Bq 

    （成人）                       セシウム137      6.7×10-6 



より 

確定的影響 確率的影響 

～250mGy 以上 低線量 高線量 



確率的影響 

食品安全委員会資料より 



健康への影響 
 

 チェルノブイリの事故では2002年までに4000件の小児

甲状腺がんの発症があった。その多くは汚染地区で生
産された牛乳の摂取（ヨウ素）が主原因と推定された。
一般の被ばく住民にはその他の明確な影響は観察され
ていない。（小児白血病については議論がある。） 

 

 福島の事故では汚染地区の牛乳の出荷を規制したこ
ともあり、被ばくはチェルノブイリの場合よりはるかに低
レベルであり甲状腺がん発症のリスクも非常に低いと
推定されている。 

 

 疫学調査では100 mSv/年以下の被ばく線量では明確

な影響は観察されていない。福島の事故では一般住民
の被ばく線量は20 mSv/年以下と推定される。 



３．子供への遺伝的影響 



１） 胎児への影響 
 

・奇形（発生異常）は0.3～0.5 Svで生じるとされる。妊娠1

～2ヶ月が最も危険である。その後（器官形成期以後）の被ば

くでは発がんの危険性が重要である。 

 

・受胎後８～１５週間の被ばくにより神経の発達が影響を受

けることが知られ、この影響には300mSvの閾値があるとされ

ている。（線量に比例すると考えた場合、１Sv当たり約25ポ

イントのIQの低下に相当する。）(ICRP Publication 60)。 

 

・妊娠全期間を通して、胚/胎児は小児とほぼ同程度に放射線

の潜在的がん誘発リスクがある。約10 mGyの胎児線量では、

がん発生のリスクが自然発生率（0.2-0.3％）の1.4倍程度

（0.3-0.4％）かそれ以下になるとされる。(ICRP Publi-

cation 84)。 
 

 

 

 



２）   性細胞（精子、卵子）へ の影響 
 

・ 精原細胞、精母細胞あるいは卵原細胞、卵母細胞に起
こった遺伝子の突然変異は子孫に遺伝する可能性がある。 

・ その変異が重大な欠陥であった場合は細胞が生育せず、
死に至る。それほど重要でない変異は受精後生育する可能
性がある。 

・ このように遺伝する変異は自然発生遺伝子突然変異でも
生じており、多くの場合、もう一方の正常な遺伝子がその働き
を補うため、通常異常が表に出にくいことが多い。 

・生物は同一の種でも遺伝子の塩基配列の異なる部分を多
数もっている。これを遺伝子多型という。ヒトでは、このような
遺伝子の相違はヒトそれぞれの体質等の相違となっている。 

・自然に起こっている突然変異の発生率を２倍に高める放射
線量（倍加線量）は0.1～1グレイ（Gy）と考えられ、慢性照射で
は1Gy以上と考えられている。 



３） 次世代以後に与える影響 
 

① 

 

 

 

② 

正常な遺伝子をもつ者 変異した遺伝子をもつ者 

   集団遺伝学によれば、変異した遺伝子の多くは下図①のよ

うに多くの世代を経て集団の中から消失する。次世代に

残す遺伝子が多くなる（適応度が高くなる）ような変異

の場合には下図②のように集団中にひろがってゆく。こ

のような例は少ないが、生物の進化はこのようにして行
われてきた。 



４．健康的な食生活のために 
 



（放射線、変異原性物質、 

          食物等が関与） 

（食物、体格、運動、ホルモン等が関与） 



BMI=体重(kg)/(身長(m))2 



日本人の食事摂取基準（2015年版）より 





食生活指針 

 
・ 食事を楽しみましょう。 

・ １日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを。 

・ 主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。 

・ ごはんなどの穀類をしっかりと。 

・ 野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて。 

・ 食塩や脂肪は控えめに。 

・ 適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を。 

・ 食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も。 

・ 調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく。 

・ 自分の食生活を見直してみましょう。 

 

                   （厚生労働省ホームページより） 

 



食物や環境の放射能を過度に恐れること
なく、その影響を正しく理解することにより、
賢く被ばくを避けて日々の健全な生活を取
り戻して下さい。 

 

 

皆様がそれぞれ明るい未来に向かって進
まれることを願っております。 
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